
町発注工事と業務委託契約状況 ※ 入札（随意契約を含む）を行ったすべてを記載しています。（10万円以上）平成31年1月18日分
番号 担 当 課 契約日 工事（業務委託）名 工　　期 契約相手 請負代金

1 教育委員会 平成31年1月18日 学校教育用タブレットパソコン 平成31年1月18日から
平成31年3月22日まで 株式会社エヌジェーケー 19,929,132円

２ 農林政策課 平成31年1月18日 環境保全型農業総合支援事業
ホイルローダー購入事業

平成31年1月18日から
平成31年3月25日まで

コマツカスタマーサポート
株式会社　熊本支店 8,823,600円

町長 のうごきKusamura Daisei

● 61 回の公務・会議への参加の一部です。
● 他、16 回の準公務・政治活動への参加を行いました。

1月21日〜２月20日

1月 22日（火）高森湧水トンネルクリスマスツリーコンテスト
表彰式
高森町森交会

28日（月）国土交通省陳情（東京都）
31日（木）南阿蘇鉄道復旧工事審査員会

2月 1日（金）大塚弘倫氏交通栄誉章緑十字金章祝賀会（南阿蘇村）
2日（土）熊本３区国政報告会
3日（日）岩下一夫氏瑞宝単光章受章祝賀会

多機能障がい児通所事業所 ｢アトリエモモ｣
オープン記念音楽会

5日（火）高森町飲食店組合総会
6日（水）｢日本で最も美しい村｣ 連合事業委員会（東京都）
7日（木）｢日本で最も美しい村｣ 連合理事会（東京都）
8日（金）阿蘇市町村会 / 阿蘇郡町村会総会（阿蘇市）

13日（水）中原武幸氏厚生労働大臣表彰受章祝賀会（熊本市）
18日（月）高森町行政部会人権講演会
19日（火）熊本県町村会評議員会（熊本市）

日　時 金　額 分　類 主 な 内 容 備　考

1月22日 3,000円 御祝 平成 30 年度　草部た
ばこ生産組合定期総会 草部たばこ生産組合

22日 20,000円 弔慰 元教育委員長葬儀 元教育委員長喪主

28日 5,000円 御祝 高森町老人クラブ連合
会新年会

高森町老人クラブ連
合会長

28日 1,480円 渉外
企業版ふるさと納税ほ
か連携事業協議のお土
産代

熊本コアミックス㈱

2月14日 2,900円 渉外 駐在嘱託員研修の際のお
土産代 鹿児島市役所

19日 10,000円 御祝 『ロアッソ熊本 2019
シーズン壮行会』

株式会社アスリート
クラブ熊本

1月21日～
2月20日 28,000円 弔慰 窓口香典代 14 件

町長交際費 
（お悔やみ含む）

平成 30年度の交際費の予算は１年間で 120万円です。
残りの額は 328,481 円です。
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問 高森町教育委員会　☎６２−０２２７

　風鎮祭で子どもから大人まで絶大な人気を誇
る「高森のにわか」が、２月８日（金）に開催
された文化審議会で「記録作成等の措置を講ず
べき選択無形文化財」として文化庁長官に答申
されました。風鎮祭実行委員会の吉良嘉人会長
は、「トラックなどの荷台を舞台に見立て、移
動しながら披露するのが他にはない高森のにわ
かの特徴」と話しました。また、同委員会の吉
良充展実行委員長は「若い人材が少なくなって
いるので、国に認めてもらうのは若者に活力を
与える」と今後の活動
に期待を寄せました。
　今回の答申を受け、
町は保存資料作成に取
り組みます。

高森のにわか選択無形文化財へ

平成31年3月4日発行広報たかもり 715号 （6）（7）


